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緒言

従来の内圧測定法では，胃の強収縮を対象と

した分析の承に限定されていた．一方，胃には

体上部大蟹にpacemakerがあり，３cpmの電

気生理学的リズムを有することが知られてい

る．今回，われわれは胃内圧の２４時間測定法を

用いて胃運動機能の分析を行うにあたり，胃の

基本運動波に注目することによって興味ある知

見を得たので報告する．

対象と方法

対象は健常人volunteer8名である．咽頭を

キシロカインスプレーで麻酔した後，内圧測定

用カテーテルを経鼻的に挿入し，Ｘ線透視下に

センサー先端が胃前庭部まで達したことを確認

した後固定した．内圧測定部位は，胃前庭部，胃

体下部,胃体中部の３点とし,胃内ｐＨと同時に

２４時間連続で測定した．本研究で使用した携帯

式２４時間胃内圧測定機は，SwedenSynectics

社製MicroDigitrapperで，内圧測定用カテー

テルは，先端より５，１０，１５ｃｍの位置に内圧測

定用微小トランスジューサーを装着した

Konigsbergtypeを用いた．食事は１日３回規

則正しく摂る以外は自由行動を許した．２４時間

後に再びＸ線透視下にカテーテルの先端の位

置を確認した後抜去し，データーをコンピュー

ター処理し，マニュアル解析を行った．

結果

Fig.１，２に解析画面を示す．Ｐ１は食道内ｐＨ，

Ｐ２は胃内ｐＨ，Ｍ１･Ｍ２･Ｍ３はそれぞれ胃体中

部･体下部･前庭部の胃内圧を表わしている．各

被験者ともに，２４時間の胃内圧変化が良好に記

録され,Fig.１で明らかなように,全例において

観察可能な時間の程度に差はあれ，低振幅で約

3cpmの基本運動波が認められた．この基本波

は主として胃体下部から胃前庭部にかけて観察

され，強収縮波の全く認められない時期にも出

現していた．強収縮波の認められる時期になる

と，基本波高は著明に増大し，急峻な立ち上が

りを示す強収縮波へと移行する様子が観察され

た．その初期には基本波のサイクルに一致して

散発的に強収縮波の出現を認めたが，次第に多

峰化しかつその頻度を増してゆく状態が確認さ

れた（Fig.２)．また，測定部位の違いによって

基本運動波の位相にはズレが承られた.さらに，

基本運動波を振幅が５ｍｍＨｇ以下のtypel

と，５～１０ｍｍＨｇのtype２，１０ｍｍＨｇ以上の

type3の３群に分けて検討をすると，ｔｙｐｅｌは

２４時間を通して45.3％に，type2は11.7％に

認められた．また，これら基本運動波のサイク

ル数は,総じて３cpm前後にあるが,2.74～3.35

cpmの幅で変動が認められた．比較的短時間の

内に変化をすることも稀ではなく，食後に増加

し，夜間入眠時に減少する傾向にあるが，今回

の検討では明らかな有意差は得られなかった．

一方,空腹期のphasicmotoractivityに関して

も，本システムではphasel,11,111が明瞭に認

められており，強収縮波に関する分析も十分に

可能であった．

考案

胃の内圧測定に関しては測定上の困難性が障

害となって，主として空腹期の強収縮（phasic

motoractivity)が測定の対象となっていた．し

かし，今回のわれわれの検討で明らかとなった

胃の基本運動波のサイクルは，胃電図で認めら
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